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知的障害者施設に勤務していた同志３人と退職金を出し合い、 2004年、上三川町に有
限会社を設立。

障がい者・児のホームヘルプ事業がメインであるが、地元の障がい児の母親達からの
強い希望で、日中預かりを併設。（旧短期入所）

現在は近隣市町の移動支援事業、日中一時支援事業の委託も受ける。

事業所紹介

行動援護と日中一時（児童デイ）が併設していると
いいこといっぱい

・当事業所では居宅介護のヘルパーと日中一時支援事業のスタッフを分けていないので、
利用者が安心できる。

・児童期よりスタッフが支援しているので、行動援護の場合でも本人の障がい特性がわか
る。

・行動援護従事者の現場経験にカウントできる。

・長時間の外出支援の場合、外出時の立ち寄り場所として利用できる。



でも、移動支援の報酬が同じなら
障がいの重い人より、軽い人の方がいいよね

行動援護

移動支援

宇都宮 下野

Ａ Ｂ 重度 軽度

30分未満 253 230 80 254 105

30分以上1時間未満 401 400 150 402 197

1時間以上1時間30分未満 584 580 225 584 276

1時間30分以上2時間未満 731 655 295 667 346

2時間以上2時間30分未満 879 730 365 750 416

～

7時間30分以上 2506 1505 1135 1663 1186

報
酬
単
価
を
比
較

強度行動障害の人は、時としてサービス提供を断られる可能性があります。

そんな事がおきないよう経験と研修をクリアしたスタッフで質の高いサービスを提供したい
と思っています。行動援護の報酬はそれに見合った単価であると思います。

単位
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行動援護を増やすビスケットの取り組み



ビスケットの行動援護利用者数
＆

スタッフ内訳

（ｈ27・11月現在）

上
三
川
町

下
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大
人

4 1 1 7

子
供

3 4 1 1 9
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全ヘルパー数 16名

行動援護ができる
ヘルパー

14名

○市町別の利用状況（平成２７年8月　行動援護サービス利用者数）

※複数種類のサービス利用者は、各サービスに人数を計上している。

サービス利用者
全数（実数）

行動援護 ○市町別　行動援護事業所数

宇都宮市 2,586 19 宇都宮市 14

足利市 854 0 鹿沼市 1

栃木市 1,011 3 真岡市 1

佐野市 811 6 益子町 2

鹿沼市 687 3 栃木市 3

日光市 519 3 下野市 1

小山市 753 3 上三川町 2

真岡市 384 0 大田原市 2

大田原市 439 1 那須塩原市 3

矢板市 150 2 さくら市 1

那須塩原市 520 0 那須町 1

さくら市 201 0 足利市 2

那須烏山市 199 0 佐野市 2

下野市 324 6 35

上三川町 165 7

益子町 190 1 ※宇都宮市は１ヶ所休止中

茂木町 113 0

市貝町 69 0

芳賀町 91 1

壬生町 245 0

野木町 120 1

塩谷町 60 0

高根沢町 153 0

那須町 188 0

那珂川町 101 0

合     計 10,933 56



～支援～
・とにかく脱いだら着せるの繰り返し。
・プールは裸では絶対入れないことを覚えてもらうため、
その都度プールから出てもらった。
・プールや公園、散歩の外出をしながら、コンビニ等での
買い物も支援に組み入れ、自分で選び、買う練習をした。
・公共の場のルールも理解できるようにする。
・店内でのパニック時は外に出て、落ち着くのを待つ。
・ゼスチャーや絵カードを使い本人とのコミュニケーション
を図り、今日の予定の見通しを持ってもらう。

事例①

Ｈ・Ｍさん（16歳）

・自閉症、注意欠陥多動性症候群

・就学前より日中一時利用

・水と砂と高いところが大好き。音に敏感。掃除機の音が
嫌い。

・こだわりが強く、食べ物、洋服など好き嫌いもはっきりし
ていた。（幼少期は気に入った肌触りの物しか着なく、学
校への送迎車の中でパンツ1枚になってしまう。）

・夏休み中は庭にプールを作るが、やはり水着も脱いでし
まう。

・食事やおやつは待てず、自傷行為のあるパニックを起こ
す。

・遊具等は順番が待てない。

・現在は日中一時支援と行動援護で週一回外出。公共の
プールにも行けるようになった。

・昼食はセブンイレブンで購入。店内で開けて食べない事
とお金を払うことを練習。最初のころはルールがわからず
パニックに。店の床に寝転がり大声で怒る。

・最近はお財布をヘルパーに渡し、単語で食べたいもの
を言える。
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～支援～
・家族以外の支援者と行動できるようにしたい。
・とにかく体力を消耗することと、集中力をつけることを目標に支援する。
・落ち着き集中力をつけるために、色塗り、パズル等の課題に取り組
む。
・散歩（交通）、公園、プール等でのルールを覚えてもらう。
・テンションを上げないよう落ち着いた声かけをし、テンションが上がっ
て来たら、課題等に取り組み気持を鎮める。
・買い物をすることでお金の使い方を覚える。
・今は散髪の支援をしています。床屋さんのいすに少しでも長く座れる
ように練習しています。

事例②

Ｈ・Ｓさん（19歳）
・広汎性発達障害、とにかく多動
・高いところが好き。体を動かすことが大好
き。
・あまりに落ち着かず、行動援護を申請しに
行った市役所のカウンターの上を走り回る。
・公園の駐車場で停めてあった車の屋根に
上ってしまう。施設でも職員の車の屋根に
上った。
・常に手をつないでいないと飛び出してしま
う。交通ルールが分からない。
・異食・・・野菜が好きで雑草でもなんでも食
べてしまう。
・遊具等の順番が待てない。他人のおも
ちゃをとってしまう。
・テンションが高くなるとふざける。服を脱ぐ。
・感情の起伏が激しく、パニックになるとゴン
ゴンと壁に頭を打つ。１度、車のガラスに頭
を打ち付け、ガラスを割り、顔に数か所切り
傷を作る。
・金銭感覚がないので好きなものをたくさん
買おうとする。
・行動援護２人体制
・中学部の頃より、薬（安定剤）を使用。

現在は服薬の効果もあり、職員とのコミュニ
ケーションもとれ、パニックもほとんどなくな
り行動援護１人体制からめでたくこの春、移
動支援に変更になりました。
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Ｎ・Ｈさん（20歳）
・ビスケットのマークを描いた方。
・自閉症、排泄や食事などの自立は早かった。
・発語は全くないが簡単な言葉は分かると思われる。

・パズルが得意、童謡、おかあさんといっしょ、絵を描くのが好
きで、好きな事をしているとおとなしい。

・異食・・・掲示物を貼ったテープをはがし、食べる。かさぶたな
ども取ってしまい血だらけになる。
・洋服のほつれがあるとそこから全部引きちぎってしまう。
・他者がテレビのチャンネルを変えようとすると怒る。

・大きくなるにつれ、こだわりに対し、力ずくでなんとかしようとし、
支援者を押したり、髪を引っ張って連れて行こうとする。
・外出してもＣＤやテレビが気になり、外出が楽しめない。

・生理用ナプキンにこだわり、生理ではないのにナプキンをしよ
うとする。

～支援～

・こだわりは強いが何かに集中しているとおとなし
いタイプ。幼児期は保護者も周囲もあまり困った感
はなく、おおきくなってしまった。

・他者と遊ぶことができないので、本人の興味のあ
ることをいくつか用意し、洋服のほつれや、かさぶ
たなどに注意がいかないようにする。

・大人になり、力が強くなってきたことで、問題が出
てきている。支援者とのコミュニケーションの方法
を練習中。（○○して下さい等）

・散歩と買い物を組み合わせ、先の見通しを立て
て行動できるようにする。

事例③

さんぽ 買う



外出支援にはジェスチャーが有効です

プール

帰る

良い/ＯＫ/上手

さんぽ

買う
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